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　リベラルアーツ学部における教育課程編成の基本方針は、「幅広く深い教養及び総合的な判断
力を養い、豊かな人間性を涵養する」ための教育を推進し、将来のキャリア形成を意識しながら、
「学際的教養教育」かつ「知の基盤」の充実を計ることにある。さらに、価値観の多様化・複雑
化した現代社会では、時代の変化に柔軟に対応しつつ、調和の取れたコミュニケーション能力
のある人材が求められており、その実現に向けて、実験・実習・調査・フィールドワークなど
の体験型学習を積極的に取り入れ、地域や企業との連携を計り、社会的経験を積みながら「コミュ
ニティの知的リーダー」となる人材の育成を目指している。具体的には、次のような学生像を
掲げる。
　⑴ 　広い視野、判断力、考え抜く問題解決能力があり、積極的かつ協力して社会に関わって
いけるコミュニティのリーダーになれる人。

　⑵ 　基礎基本を土台に専門性を身につけ、様々なプロジェクトを実践・推進できる人。
　⑶ 　英語・日本語・デジタルコミュニケーション力があり、わが国の文化を様々なかたちで
世界に発信できる人。

　⑷ 　生涯教育を可能にする「ラーニング・コミュニティ」を意識し、生涯にわたり学び続け
る気持ちを持ち、社会にその知識を還元・推進できる人。

　そこで４年間を３期、導入期・発展期・専攻期と位置づけ、それぞれの目標である構想力・実
践力・推進力の育成をカリキュラムにおいて実現させる。導入期では日本語・英語のコミュニケー
ション力・情報処理スキル、プレゼンテーションスキルなどの育成に力点を置き、発展期では
専門的研究の入門・演習科目を多様に開講し、実験・実習など様々な学びのスタイルを通して
自らの課題に取り組んでいる。専攻期ではプロジェクトセミナーで研究方法を培い、問題の発見、
課題の解決、思考力を専攻科目の履修を通して養い、その成果を地域に資すために発表、提供
できる教育課程の編成としている。
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